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世界に拡がる「水素国家戦略」策定の動き

• 2020年から2024年5月時点で世界の水素関連プ
ロジェクトが228件から1,572件へと7倍に増加。

• 2020年の102件のプロジェクトで約100億米ドルか
ら、2024年には434件のプロジェクトで約750億米
ドルに増加。

• IEAの2024年10月のレポートによれば、19の新たな
国家水素戦略が発表され合計で60に達した。

• 世界のエネルギー関連CO2排出量の84%以上を占
める国々をカバー。新たな戦略のほとんどは新興市場
及び発展途上国が占める（アルゼンチン、エジプト、
インドネシア、マレーシア等）。

世界的に国家水素戦略策定と水素プロジェクト組成の動きが継続。
CNに向けた技術開発と国際競争力の確保を引き続き推進していく。

出典：Hydrogen Insights 2024, Hydrogen Council
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf

https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
https://hydrogencouncil.com/wp-content/uploads/2024/09/Hydrogen-Insights-2024.pdf
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近年の水素エネルギーに関する政策の流れ

2017年12月
水素基本戦略策定

2023年6月
水素基本戦略
改定

2020年10月
菅総理（当時）
による2050年
CN宣言

2020年12月
グリーン成長戦略策定

水素等を巡るこれまでの流れ

2021年10月
第６次エネ基
閣議決定

 年間導入量*：発電・産業・運輸などの分野で幅広く利用
現在（約200万t） → 2030年（最大300万t） → 2040年（1200万t程度）→ 2050年（2000万t程度） 

 コスト：長期的には化石燃料と同等程度の水準を実現

2030年（30円/Nm3 * ） →  2050年（20円/Nm3以下）

導入量及びコストの目標

※水素以外にも直接燃焼を行うアンモニア等の導入量（水素換算）も含む数字。
※ 1Nm3≒0.09kgで換算。
※ Nm3(ノルマルリューベー)：大気圧、０℃の時の体積のこと

ノルマルリューベ

2023年2月
GX実現に向け
た基本方針

（334円/kg） （222円/kg）

◼ 日本は世界で初めての水素基本戦略を2017年12月に策定。これを皮切りに世界中で水素の国家戦略を策定され、水素戦略策定の動

きが加速化、水素関連の取組を強化。

◼ 2020年、カーボンニュートラル宣言を受け、エネルギー基本計画において、初めて１％程度を水素・アンモニアとすることを目指すこととした。

◼ 2023年、６年ぶりに水素基本戦略を改定。技術の確立を主としたものから、商用段階を見据え、産業戦略と保安戦略を新たに位置づけ。

◼ 第７次エネルギー基本計画では、水素等は、幅広い分野での活用が期待される、カーボンニュートラル実現に向けた鍵となるエネルギーとし
て位置づけている。

2025年2月
第７次エネ基
閣議決定

2024年5月
水素社会推進法
成立
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参考：改定版「水素基本戦略」のポイント

➢ カーボンニュートラルを「制約」で
は無く、経済成長の好機と位置
付け、各種施策を盛り込む。

➢ 国内対策のみならず世界市場
の獲得を目指す。重点領域を
設定するとともに、様々なアプ
ローチで海外事業への参画を果
たす。

➢ 水素普及に向け「保安」を戦略
的に推進。

➢ 水素の「色」ではなく「炭素集約
度」で展開。

出典：内閣府HP「水素基本戦略」の改定のポイントについて
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20230622/siryo1.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20230622/siryo1.pdf
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名称：国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
NEDO（New Energy and Industrial Technology Development Organization

設立：2003年10月1日（前身の特殊法人は1980年10月1日設立）
職員数：1,565名（2025年4月1日現在）
予算：約1,464億円（2025年度4月時点）＋基金事業 約10.4兆円
NEDO HP：https://www.nedo.go.jp/index.html 

本部：神奈川県川崎市

NEDOとは

https://www.nedo.go.jp/index.html
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基本的な考え方

技術開発⇔実環境下試験⇔規制・基準・標準を連携させ、一体で実施。
水素市場の創出・拡大、日本企業の海外展開を見据えた国際連携を強化。
水素社会の受容性向上に向け、一般の認知向上に向けた取組を実施。

技術開発

（基礎・基盤、応用）

実環境下試験規制・基準・標準

国際連携・協調・展開

情報発信
社会受容性獲得
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水素・アンモニアバリューチェーンの全体像
化石燃料 電力 水素等

出典 経済産業省 https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/pdf/002_01_00.pdf

つくる はこぶ・ためる つかうつくる はこぶ・ためる つかう

水電解

液化・MCH化・
アンモニア化
（数百分の１の体
積に高密度化！）

海外 国内

水素等運搬船
（液水、MCH、NH3等）

施設内パイプライン等
水電解装置等

再エネ等

SMR等*

＋CCUS

天然

ガス等

系統電力、再エネ電力
*SMR:水蒸気改質、* *脱水素は利用地で行う場合も有。等は圧縮工程などを含む

国内受入基地
（含脱水素設備等**） 大規模発電

鉄・化学等

（燃料、原料）

パイプライン

水素モビリティ

熱需要

定置用FC

液水・MCHローリー等

圧縮水素トレーラー等

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/pdf/002_01_00.pdf
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共通基盤 技術開発 要素技術の研究開発～技術実証 大規模化・商用化実証

つ
く
る

は
こ
ぶ
・
た
め
る

つ
か
う

モ
デ
ル
実
証

水素社会構築技術開発事業

競争的な水素サプライチェーン構築に向けた
技術開発事業

グリーンイノベーション基金事業

• 水素・アンモニア発電技術（混焼、専焼）
• 水素・アンモニア燃料船、次世代航空機の

開発、燃料電池商用車走行・運用実証
• 水素還元製鉄、CO2等を用いた燃料製造

技術開発・プラスチック原料製造技術開発

• 再エネ由来電力等による水素
製造技術開発（FH2R）

• 地域で水素を利活用するためのポテンシャル調査、水素社会
のモデル構築実証

• 水素・アンモニアサプライチェーン構築に向けた要素技術の
更なる高度化、低コスト化、多様化に向けた技術開発

「大規模水素サプライチェーンの構築」
「需要地水素サプライチェーンの構築」
「水素ステーションの低コスト化・高度化」

• 水素輸送技術等の大型化・高効率化技術
開発・実証

• 革新的な液化、水素化、脱水素技術の開発

• 水電解装置の大型化技術等の開発、グリーン
アンモニア製造実証

• 水電解装置の性能評価技術の確立

• 液化水素関連材料評価基盤の整備

• 国内規制適正化、国際標準化
• 材料・製品の品質評価、安全評価等

水素利用拡大に向けた共通基
盤強化のための研究開発事業

脱炭素化・エネルギー転換に資する我が国技術の国際実証事業

水素・アンモニア関連事業における関係性

2035年以降の実装を目指した水電解分野
の共通基盤・要素技術開発

2035年以降の実装を目指した燃料電池＆
水素貯蔵分野の共通基盤・要素技術開発

水素社会構築技術開発事業（地域水素利活用技術開発）

Ｇ
Ｘ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
支
援
事
業
／
価
格
差
支
援
等

燃料アンモニア利用・
生産技術開発

• ブルーアンモニア製造技術

燃料アンモニア利用・生産技術開発
・工業炉における燃料アンモニア燃焼技術開発

•生産技術・システム化技術等

•生産技術・システム化技術等

水素利用拡大に向けた共通基
盤強化のための研究開発事業
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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業

◆ 事業期間：2025年度～2029年度(5年間)

◆ 事業規模：72億円程度（2025年度）

◆ 研究開発課題：

研究開発項目I 「燃料電池・水電解の共通基盤技術開発」（委託）
2035年以降の目標実現を目指して、燃料電池（主にHDV向け）開発および水電解開発に関する
共通基盤技術開発。

研究開発項目Ⅱ 「次世代燃料電池・水電解の要素技術開発」（委託）
2035年以降の目標実現を目指して、燃料電池（主にHDV向け）および水電解、水素貯蔵タンクに関する
要素技術開発。

研究開発項目Ⅲ 「燃料電池・水電解の実用化技術開発」（助成）
燃料電池（主にHDV向け）および水電解、水素貯蔵タンクに関する生産技術・システム化技術等の
実用化技術開発。

つかう つくる 新規燃料電池／水電解事業の始動
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⚫ ロードマップとは、目標達成までの道筋を時系列で可視化し
た計画表

⚫ プロジェクトや製品開発、経営戦略などにおいて、「いつ」「何
を」「どの順番で」実行するかを整理し、関係者間で共有する
ためのツール

メリット 内容

目標の明確化
ゴールが明確になることで、チーム全体の方
向性が統一される

認識の共有
関係者間で計画の全体像を共有でき、認識
のズレを防ぐ

進捗管理が容易
マイルストーンや工程が可視化され、進捗確
認がしやすくなる

意思決定の支援
優先順位やリソース配分の判断材料として
活用できる

柔軟な対応が可能
市場や技術の変化に応じて計画を更新しや
すい

モチベーションの向上
道筋が見えることで、メンバーのやる気や達成
意欲が高まる ※Copilotにより作成

ロードマップの重要性
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FCV・HDV用燃料電池技術開発ロードマップの策定

HDV（大型トラック等）
の要求仕様を整理

要求を満たす燃料電池システ
ム・スタック・セルの目標を導出

左記目標を満たす材料物
性にブレークダウン

• 2021年度から本格検討を開始し、2024年度まで一連の目標及び課題を導出

2030年HDV目標 2040年HDV目標 2035年HDV目標 2035年FCV目標

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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FCV・HDV用燃料電池技術開発ロードマップの策定
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水電解技術開発ロードマップの策定

• 水電解の競争力獲得に向けた短期・中長期のシナリオを策定するとともに、AWEおよび
PEMWEを対象として、国の水素コスト目標を前提に2040年頃の技術目標・課題を導出

競争力獲得に向けた短期
および中長期シナリオ

水素製造コスト感度分析

AWE・PEMWEの中長期的
な目標と技術開発課題

https://www.nedo.go.jp/library/battery_hydrogen.html

https://www.nedo.go.jp/library/battery_hydrogen.html
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項目
PEMWE AWE

現在値 2040年頃 現在値 2040年頃
システム耐用年数 20年 20年 20年 20年
システム総資本コスト※1
（コスト総額）

40.0万円/kW※2
（430百万円）

5.7万円/kW
（122百万円）

37.0万円/kW※2
（4,108百万円）

6.6万円/kW
（1,150百万円）

年間O&Mコスト率※2 システム総資本の2% システム総資本の2% システム総資本の2% システム総資本の2%

交換時間（交換回数）※3 40,000 h（4回）※4 90,000 h（1回）※5 60,000 h（2回）※4 90,000 h（1回）※5

交換コスト率※6 システム総資本の15% システム総資本の15% システム総資本の6% システム総資本の6%

電解槽・システム仕様
システムエネルギー消費量（BOL）

※7
4.68 kWh/Nm3 4.62 kWh/Nm3 4.77 kWh/Nm3 4.51 kWh/Nm3

システムエネルギー消費量（平均）
※8

4.91 kWh/Nm3 4.85 kWh/Nm3 5.01 kWh/Nm3 4.73 kWh/Nm3

システム容量（BOL） 1.074 MW (AC) 2.123 MW (AC) 11.10 MW (AC) 17.48 MW (AC)
補機エネルギー損失※9 5% 5% 8% 8%
整流器変換効率 98% 98% 98% 98%
水素製造量 230 Nm3/h 459 Nm3/h 2,326 Nm3/h 3,876 Nm3/h
出口水素圧力 常圧（～0.8MPa程度） 最大3 MPa 常圧⇒後段圧縮（3 MPa） 常圧⇒後段圧縮（3 MPa）
電解槽容量 1 MW (DC) 1.976 MW (DC) 10.01 MW (DC) 15.76 MW (DC)
電解槽動作点（BOL）※10 1.82 V at 2.0 A/cm2 1.8 V at 4.0 A/cm2 1.8 V at 0.6 A/cm2 1.7 V at 1.0 A/cm2

電解セルの反応面積 1,500 cm2 1,500 cm2 30,000 cm2 30,000 cm2

電解槽のセル数 183 183 309 309

⚫ 2040年頃の技術目標は、電力価格2.5円/kWh・設備利用率40%または電力価格3.0円/kWh・設備利用率
70%において、水素製造コスト18円/Nm3を満たす水準とし、これを実現する各要素の目標を設定

水電解技術開発ロードマップの策定
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■製品・システムなどの高性能化などに向けた研究開発を加速し、目標を早期に実現することを期待

ロードマップ目標の実現に向けた重要領域（燃料電池RMより）
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ロードマップ目標の実現に向けた重要領域（燃料電池RMより）
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⚫ 新素材の開発において世界最先端の量子ビーム施設を活用しつつ、「測定・解析」、「材料設計」、「合成・製
造」の各工程において、AIやロボット自動制御といったDX技術を導入することで、研究開発の高速化を目指す。

⚫ さらに、合成・製造プロセスの成果等を活用し、新たな生産技術の開発にもつなげる。

合成・製造に関するデータベースを構築し、
AIを活用して化学反応等のプロセスを解析
し、プロセスを最適化するための技術。

材料設計に関するデータベースを構築し、AI
を活用して材料組成や特性を予測し、新材
料を効率的に創出する技術。

データ測定・解析を、AIや統計的手法を駆
使して自動化することで、MIやPIに用いる
データを効率的に収集する技術。

実験・試作

自動自律実験

従来は人が手作業で行っていた実験作業を、
ロボットアーム等の技術を活用して自動化し、
高効率かつ高精度な実験を実現する技術。

マテリアル・インフォマティクス（MI）

合成・製造材料設計測定・解析

計測インフォマティクス（MEI） プロセス・インフォマティクス（PI）

データ取得
データ解析

成果活用

量子ビーム施設 生産技術
SPring-8

マルチモーダル化
プロセス適用

水素基盤事業で目指す方向性
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燃料電池・水電解評価解析プラットフォーム

ＰＥＦＣ評価解析プラットフォーム
◆ 技術研究組合FC-Cubic
◆ みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社
◆ 他７機関

常温水電解評価解析プラットフォーム
◆ 国立研究開発法人産業技術総合研究所
◆ 国立大学法人横浜国立大学
◆ 技術研究組合FC-Cubic
◆ みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社
◆ 他６機関

高温水蒸気電解評価解析プラットフォーム
◆ 国立研究開発法人産業技術総合研究所
◆ 一般財団法人電力中央研究所
◆ 国立大学法人東北大学
◆ 他３機関

➢ 高度な評価解析技術の構築、性能発現・劣化メカニズム解明、評価プロトコル・加速劣化試験法の策定等を推進

水素基盤事業の始動（共通基盤技術）
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20
触媒粒子
構造

電解質／触媒層
プロセス解析

セル触媒反応
機構

SPring-8 BL34XU

XAFS/
HERFD-XANES
時間分解能: 20 ms
触媒粒子化学状態
局所構造
表面吸着化学種

結像型XAFS-CT
3Dイメージング
空間分解能：100 nm
MEAモルフォロジー
触媒金属種分布
触媒金属化学状態分布

XRD/PDF
100 keV放射光
触媒粒子構造
コアシェル構造
合金構造
表面構造

SAXS/WAXS
/USAXS
触媒粒径分布
アイオノマー/
担体凝集構造
触媒層構造

2028年完成 世界最高
2040年 オペランドMM計測世界最高レベル維持

燃料電池、水電解のマルチモーダル解析
触媒粒子表面～セル (nm～100µmスケール)の階層に対し
構造・化学状態・劣化過程を一気通貫で分析
材料解析にとどまらず、プロセス解析にも特徴

燃料電池および水電解の材料解析共通基盤プラットフォームの構築と高度化

◆ 技術研究組合ＦＣ－Ｃｕｂｉｃ
◆ 国立大学法人京都大学
◆ 国立大学法人東京大学
◆ 公益財団法人高輝度光科学研究センター
◆ 株式会社豊田中央研究所
◆ 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構
◆ 大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構

水素基盤事業の始動（共通基盤技術／高度解析）
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DXおよびマテリアルズ・インフォマティクスを用いた燃料電池・水電解材料の研究開発

◆ 触媒探索の自動自律化（NIMS）
◆ 触媒層・MEA形成の自動自律化（山梨大学）
◆ 高分子合成の自動自律化（NIMS）
◆ 電解質膜の成膜自動自律化（東京都立大学）
◆ 接着剤合成の自動自律化（NIMS）
◆ 触媒層生産プロセスの自動自律化（東京大学）

自動自律実験に関する研究開発（主に以下６つの研究開発テーマ）

◆ 国立研究開発法人物質・材料研究機構
◆ 国立大学法人北海道大学
◆ 国立大学法人京都大学
◆ 東海国立大学機構名古屋大学
◆ 学校法人トヨタ学園 豊田工業大学

混合分散～塗布乾燥プロセス探索触媒の自動探索

自然言語処理によるデータ拡充

水素基盤事業の始動（共通基盤技術／DX・自動自律）
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触媒・担体 10テーマ 電解質膜・アイオノマ 8テーマ

セパレータ 3テーマ

GDL 2テーマ

生産技術 3テーマ

接着シール 1テーマ

• 高活性化・高耐久化の両立
– 触媒金属の微粒子化
– 有機物修飾
– 酸化物との複合
– 多元系合金触媒 等

• 高温低加湿下での高伝導電解質
• 電解質膜の薄膜化（～５μm）
• PFASフリー有機物修飾

多元系合金

• 極低接触抵抗＆低コストプロセスの実現
– ミストCVD＆導電性酸化物
– コンポジットフィルム 等

ミストCVD

• 高ガス透過・排水機能、機械特性の両立

• プロセスインフォマティクス、エージング短縮

• 生産タクトタイムの短縮、低コスト化

➢ 燃料電池ロードマップで掲げる2035年目標の実現に向けて、各分野の革新的な技術
開発に挑戦

水素基盤事業の始動（燃料電池ＰＥＦＣ）
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高圧タンク／材料の革新 2テーマ 高圧タンク／構造・プロセスの革新 4テーマ

高圧タンク／基準・標準合理化 2テーマ 液体水素タンク 2テーマ

• 低コスト・サスティナブル炭素繊維
• 高水素バリア材料によるライナー薄膜化

• 脱ＦＷハイレート製造プロセス
• 高信頼性接合構造
• 連装マルチロードパス構造
• セルフシール構造の最適設計
• デジタルツイン設計ツール 等

• 試験方法の合理化
• ヘルスモニタリングによる安全率最適化

• 極低温流体マネジメント
• 軽量複合材料の極低温検証

➢ 燃料電池ロードマップ掲げる貯蔵密度の向上、コストの低減に資する高圧水素タンク
の要素技術開発に挑戦。また液体水素タンクの実用化を見据えた基盤を構築

水素基盤事業の始動（水素貯蔵タンク）

座礁資源 低コスト高強度炭素繊維
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AWE 1テーマ PEM 4テーマ

AEM 3テーマ SOEC 2テーマ

• 逆電流耐性、低過電圧触媒せ径
• 基材又は隔膜への触媒形成方法の

開発と最適化 等

• アノード触媒のイリジウム削減／フリー化
• PTLの低貴金属化 等

• アニオン交換膜・アイオノマの高機能化（低pH）
• 非貴金属カソード触媒
• AEMセル・スタック設計 等

• プロトン伝導形セラミック電解セル
• 変動電源による劣化機構解明

➢ 水電解ロードマップで掲げる2040年頃の目標の実現に向けて、各分野の革新的な技
術開発に挑戦

水素基盤事業の始動（水電解）

多孔性酸化物担体

+

最表面＆界面
原子レベル制御

アモルファス
IrO2

結晶性IrO2

パイロクロア酸化物酸素触媒
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➢ 燃料電池・水素貯蔵タンク・水電解システムの普及拡大に資する高度な実用化技術開
発テーマを６件採択（１／２助成）

テーマ名 実施者

ＨＤＶ及び定置用への適用を可能とする多用途型燃料電池スタックの研究
開発

東芝エネルギーシステムズ株式会社

高水素バリア性樹脂材料と回転成形法による／大型・薄肉高圧水素貯蔵
タンクライナーの研究開発

株式会社タカギセイコー

ＰＥＭＷＥ向け高圧対応ＣＣＭ技術開発 株式会社SCREENホールディングス

次世代全炭化水素系ＣＣＭおよび 高性能大型水電解スタックの実用化
技術開発

東レ株式会社、山梨県企業局

ＡＥＭ型水電解システムの開発と長期フィールド実証事業 住友電気工業株式会社

水素製造水電解用アニオン交換膜及び量産プロセス技術の研究開発 住友ベークライト株式会社

水素基盤事業の始動（実用化技術）
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ご清聴ありがとうございました
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